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た. 3症例は， 76～79才の女性で，いずれも 5～10年
間の両膝関節痛と，ステロイド関節内注射の病歴があ
り，初診時関節水腫を認めた．
4膝の平均術前X線計測値は FTA 171°, Sulcus 










































































Ca,P濃度の上昇により， mesenchymalcelが II叫 rix
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CTM iζて C3/4-4/Sの脊髄の偏平化をみとめた.c3＿。 年の廃谷らの報告によるとその発生頻度は手根管症候
の前方除圧術，後方赫突起 wiringを施行した． 群の 1/4と推論し決して稀な疾患ではなくなってきて
CTMよりそれぞれに異なる機序の脊髄圧迫が示唆 いる．しかし種々報告されている中Kは原因不明のも
された．また Radiculopathy発症要因として頚椎側 のも少なくなくその病態の詳細は依然不明である．
屈，回旋運動による Rotationalinstabilityの関与が 今回，外傷性の tarsalcoalition （軟骨性の postenor
考えられた． talocalcaneal coalition）によって発症した 1症例を提
当科における治療方針として，早期の前方からの広 示しその術中所見の詳細を述べ，形態学的観点より足
範囲かつ extensiveな除圧と， Halo-vestおよび後方 根管症候群の病態解明を図らんとした．後腔骨神経は
















































































































































高橋昌美，橘 敬三 は温熱療法も加えて機能訓練を行った．術後 MP,
香川医大整形外科 多国 浩一 PIP関節の屈曲拘縮は伸展。。まで改善した．
手根骨の脱臼の中で，月状骨及び月状骨周囲脱臼は 病理学的には，紡錘形細胞が主体をなす中に修原線




要し，整復もしくは整復位保持が困難な場合， proxy- Open Methodを，より軽症例には enzimicfasciotomy 
ma! raw carpectomy等が施行されている caseも多 をも検討すべき方法と恩われた．
